
ゆめ 重点目標 取組の状況

草花や生き物などの自然が身近に感じられる環境に
する。

季節毎に野菜を育て、収穫し食べる喜びを味わうことができた。
遊びの動線を考え、雑草を残す場所を見直し、変更した。
生き物を飼育する中で、住みやすい環境を調べたり、命の大切さに気
づいたり不思議に感じたりする機会となった。

自ら進んで体を動かし、のびのびと遊べる環境にする。

日々活動しやすい環境になるよう、砂場や芝生の手入れを頻
繁に行った。また教師の目が行き届き、安全に遊べるように遊
びの動線を考えた。遊びの場所、遊具の置き場所等も見直し、
子供たちが遊びやすい環境を構成してきた。

自由な発想で表現を楽しめる環境にする。

子供達の現状を把握し、興味関心を探りながら、やりたいと思っ
た時にすぐに取り組めるよう環境を構成してきた。各クラスでは、
年齢に応じた用具や材料を準備してきた。

してよいこと・悪いことがわかり、相手の気持ちに気づ
いていけるようにする。

園生活を送る中で、決まりや約束などがあることに気づき、守れ
るように援助してきた。友達との関わりの中で、相手の気持ちを
代弁したり、一緒に考えたりして、相手の気持ちに気づけるよう
にしてきた。

自分の思いを表現し、人とのつながりの中で充実感や
満足感を味わい、人と関わることの楽しさに気づいて
いけるようにする。

園庭では異年齢が一緒に遊ぶ中で、思いやったり、刺激をも
らったりする姿が見られた。また、一斉活動を通して、クラスの
友達を感じる機会も大切にしてきた。

身近な人や地域の方との関わりを大切にする。

喜楽会の方を招いて、一緒に昔遊びをしたり、歌や和太鼓等を
見ていただいたり、ふれあい遊び等を通して交流を深めた。ま
た、地域の消防分団を見学させていただいた。小学校との交流
もでき、小学校に対して、憧れや期待をもつことができた。

試したり工夫したり、時にはつまづいたりしながら遊び、
達成感や満足感を得られるようにする。

自分でやり遂げたり、乗り越えたりする経験を積み重ねられるよ
う、十分な遊びの時間を確保してきた。やりたいことに夢中で取
り組み、満足感や達成感を感じることができていた。

安心して園生活を送り、幼稚園生活を楽しめるよう、
全職員で子供の成長を見守る。

安全面を第１に考え、子供たちが安心して遊び込めるよう、全職
員で見守ってきた。子供の現状を話し合い、今何が必要なのか
全職員で共通理解し、同じ援助ができるように心がけてきた。

保護者や地域の方々に幼稚園への理解を深めてもら
い、共に協力しあって園児の成長を見守っていけるよ
うにする。

園だよりやクラスだよりを通して、子供たちの様子を知らせてきた。また
毎日に降園時に保護者との対話を通して、信頼関係を築き連携が取
れるようにしてきた。地域の回覧板を活用したり、ホームページを更新
したりして、幼稚園教育について発信するよう心がけた。
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保護者アンケートの結果から、全体的に肯定的な評価をいただいた。この結果からも園の目標と取り組みを理解していただけていることがうかが
える。
しかし、いくつかの項目の中には、「思わない」「わからない」と回答された保護者もいるので、今後も引き続き、保護者に園の取り組みや考えを丁
寧に伝えていく必要がある。保護者の方々に安心して預けていただけるよう、また、園の教育について理解をふかめていただけるように、教職員
一丸となって努めていきたい。今後も保護者・地域との連携を大切にし、同じ思いで子供の成長を共有していきたいと考えている。

子供たちが主体的に遊び込めるように、園舎内外の環境について取り組んできた。今の現状の子供の姿を大切にしながら、一人一人が安心して
過ごせるように、また、どうしたら子供たちが遊びやすくなるかを話し合い、園庭や保育室等を変化させてきた。自然環境の面では、四季折々の草
花や野菜、木々等の環境を手入れし準備することができ、自然物を遊びに取り入れる中で様々な発見や工夫をして遊びをとして学んでいる姿が
見られた。来年度も子供たちがのびのびと豊かな経験ができるよう環境を整えていくと同時に、子供の姿をしっか見取り、職員間の連携を大切
に、全職員が同じ方向を向いて保育していけるように取り組んでいきたい。また、保護者に寄り添い、共有していけるように日々の対話を大切に取
り組んでいきたい。

地域に回覧している園だよりの写真は、カラーで子供の遊びの様子が分かりやすくてよかった。園内でも自然との関わりを大切に取り組んでいる。
地域にも緑地公園やぞうさん公園などがあるので、地域に出かける機会を増やし、地域との関わりを大切にしていくことも大事にしてほしい。学期
ごとに懇談をしたり、講演会を実施しているが、保護者が本音で意見の言える機会をさらに設け、保護者と職員が思いを共有し、同じ方向をむい
て連携を取れるようにしていっていただきたい。

保護者アンケート集計結果の比較から見えてきた成果や課題

今年度の取組の成果と課題・今後の改善方策

学校関係者評価委員による自己評価の検証


